
Japan-YWP、Water Loop 共催ワークショップ 開催報告 

水の未来はどこへ向かうか２ 

～老朽化・気候変動対応に向けたイノベーション～ 
 

＜概要＞ 

開催：Japan National Young Water Professionals（Japan-YWP）、Water Loop共催 

日時：2019年 12月 14日(土) 13：30～17:00 

場所：京都大学桂キャンパス グローバルホール人融 

プログラム 

13:30～13:50 

開会挨拶 Japan-YWP代表 浅田安廣 

Japan-YWP活動紹介 Japan-YWP 藤木一到 

Water Loop 活動紹介 Water Loop代表 船岡 英彰 

13:50～14:00 前回の振り返り、趣旨説明 Japan-YWP 横井貴大 

14:00～14:40 

グループディスカッション① 

上下水道施設の老朽化や、気候変動の影響など、参加者が感じて

いる課題について話し合いました。 

14:40～15:10 
休憩 

他グループで抽出された課題を共有し、欠けていた部分を補完。 

15:10～16:00 

グループディスカッション② 

老朽化や気候変動対応に向けたイノベーションについて考え、ポ

スターにまとめました。 

16:00～16:40 グループ発表 

16:40～16:50 振り返り、両代表よりコメント 

17:00 閉会 

 

＜開催報告＞ 

関西で活動する水関連若手ネットワーク Water Loopとの二回目の共催イベントとして、京

都大学でワークショップを開催しましたので、その様子をご報告します。 

2019年 2月に開催した第１回ワークショップでは「2050年の水の未来」について考え、その

結果、将来の課題の中でも上下水道施設の老朽化や気候変動が特に重要視されていることが分

かりました。そこで今回は老朽化や気候変動にフォーカスし、産官学の若手がそれぞれに持つ

情報を共有しながら具体的に議論することでイノベーションのきっかけが生まれることを期待

し、ワークショップを企画しました。 

大学生を含めた産官学の多くの若手に参加いただき、積極的なディスカッションが交わされ

ました。異業種・異分野の水専門家が意見を交わす場はとても貴重で、普段は考えが及ばない

ような知見が得られたと思います。 

次年度以降も、関西での Japan-YWPの活動をより活発に行えるよう努めてまいります。 

  



 

＜Mentimeter によるアンケート結果＞ 

 Mentimeterにより参加者が投稿した意見の一部をご紹介します。 

 

「老朽化や気候変動対応に関して、どのような課題・事例がありましたか？」 
 

 

 
 

  



 

「老朽化・気候変動対応へのイノベーションとは？」 

 
 

………………………………………………………………………………………………………… 
 

「イノベーションを起こすために必要なものは？」 

 
  



 

「今回のワークショップを通して思ったことを自由に入力してください」 
 

 
 

 

  



 
 

 
 

 

Water Loop船岡代表の

挨拶 

グループディスカッション

の様子 

集合写真 


